
5５　１期　特別進学コース（ハイグレード）�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�　就実高等学校

数　　　学　　

１　次の�� ��にあてはまる数，式を答えなさい。
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� �(� (� �を計算すると� �である。

���　� �[ � �\ �[�\�を因数分解すると� �である。

���　�( ��Q �� �の整数部分が���であるときの自然数�Q �をすべて求めると�Q� � �で

　ある。

���　関数�\ �D[ ��D !� �と�\ �[�E �について，[�の変域がともに����[����のとき，

　\�の変域が一致する。このとき，�D �，�E �である。

���　��辺の長さが�[�FP�の正方形がある。その正方形の縦の長さを���FP�だけ長く，横の

　長さを���FP�だけ短くして長方形をつくったところ，その面積はもとの正方形の面積の

　半分になった。もとの正方形の���辺の長さは� �FP�である。
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���　右の図のように，��点�$，%，&，'�は円�2�の周上の点で

　あり，線分�$%�は円�2�の直径で，�%&���&' �����である。

　�$%' ����のとき，��[�の大きさは� ���である。

���　あるクラスで�$�班の����人と�%�班の���人に小テストを行った。この小テストは���問

　につき���点で満点は����点である。下の表は，それぞれの班の小テストの点数をまとめ

　たものである。$�班の小テストの点数の中央値と�%�班の小テストの点数の中央値が等

　しくなるような�D�の値をすべて求めると�D �である。�
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���　右の図のように，%&� ���FP，�$ ���，�&� �����

　の直角三角形�$%&�から，点�&�を中心とする半径���FP，

　中心角�����のおうぎ形を取り除いた図形（斜線部分）を，

　直線�$&�を回転の軸として���回転させてできる回転体の

　体積は� � �FP �である。

【就実】5５　１期　特進（ハイグレード）���数学
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２　右の図のように，関数�\ �D[ ��D !� �のグラフ上に���点�$，%�をとる。また，

　四角形�$%&'�が平行四辺形となるように点�&�を関数�\ �D[ �のグラフ上にとり，

　点�'�を�\�軸上にとる。点�$�の座標が�� �，� �，点�%�の�[�座標が����のとき，次の

　問いに答えなさい。
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���　�点�&，'�の座標をそれぞれ求めなさい。

���　直線�$&�の式を求めなさい。

���　点�3�を関数�\ �D[ �のグラフ上にとる。平行四辺形�$%&'�の面積と四角形�$%&3�

　の面積が等しくなるときの点�3�の座標を求めなさい。ただし，点�3�の�[�座標は正とす

　る。また，考えた過程を書きなさい。
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３　3�地点から�4�地点へ向う自動車�$�と同じ道のりを�4�地点から�3�地点へ向う

　自動車�%�と自動車�&�がある。$�と�%�は同じ時刻に出発し，&�は�$，%�の出発時

　刻から����分後に出発した。このとき，&�は�4�地点を出発してから���時間後に�%�

　と同時に�3�地点に着いた。

　　$，%，&�の速さはそれぞれ一定で，$�の速さは毎時����NP，%，&�の速さは

　それぞれ毎時�[�NP，毎時�\�NP�とするとき，次の問いに答えなさい。

���　�3�地点から�4�地点までの道のりを�[�を用いて表しなさい。

���　$�と�%�は，この���台が出発して，��時間����分後に出会った。このとき，�[�の

　値を求めなさい。

���　����のとき�$�と�&�が出会うのは，$�と�%�が出会ってから何分後か求めなさい。

【就実】5５　１期　特進（ハイグレード）���数学



４　右の図のように，�$'6%&，$' ��FP，%& ���FP�の台形�$%&'�ある。
　辺�$%�上に点�(，辺�%&�上に点�)�があり，線分�')�と$&，(&�との交点をそれ

　ぞれ�*，+�とする。$(���(%� ������，△$*'�と�△&*)�の面積の比が��������で

　あるとき，次の問いに答えなさい。
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　���　線分�%)�の長さを求めなさい。

　���　'+���+)�を最も簡単な整数の比で表しなさい。

　���　△&+*�の面積が���� �FP �のとき，四角形�$%)*�の面積を求めなさい。
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５　右の図のように，円周上に���点�$，%，&，'�があり，直線�%&�と�$'�との
　交点を�(�とする。また，線分�$&�と%'�との交点を�)�とする。�$&%＝�'&(，

　$&＝���FP，&'＝���FP，&(＝���FP�であるとき，次の問いに答えなさい。
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���　△$&(�4�△%&'�を証明しなさい。

　また，線分�%&�の長さを求めなさい。　

���　△%&'�と相似な三角形のうち，△$&(�と異なる三角形を求めなさい。

　また，線分�%'�の長さを求めなさい。

���　△$%(�と�△&'(�の面積の比を最も簡単な整数の比で表しなさい。

【就実】5５　１期　特進（ハイグレード）���数学
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（解答用紙は裏面に続く）
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3�� ��������������������������������� �

�平行四辺形$%&'�の面積） �△$%&の面積�＋�△$&'の面積�

����������四角形�$%&3�の面積� �△$%&の面積�＋�△$&3の面積�　

平行四辺形$%&'の面積と四角形$%&3�の面積が等しくなるのは，

△$&'の面積と△$&3の面積が等しいときである。

△$&'の面積と△$&3の面積が等しくなるのは，

共通の辺�$&�を底辺として，高さが等しくなるときである。

よって，点�3�は，点�'�を通り，直線�$&�に平行な直線と�

\ 
�
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�[ のグラフ�との交点である。

����より，直線�$&�の傾きは��
�
�
�であるから，

点�'�を通り，直線�$&�に平行な直線の式は

�\ �
�
�
[����とおける。
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連立方程式を解くと
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これを②に代入すると
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（解答用紙は裏面に続く）
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���△$&(�と△%&'�について

&'�の円周角は等しいから
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仮定より，��$&% �'&(�であるから
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　��組の角がそれぞれ等しいから
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